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非対称通信に適した移動通信システム構成法 
 
 近年、移動通信システム上で伝送されるトラヒックが多種多様になっている。

ところが、現在の移動通信システムでは、位置や時間変動を伴う非対称トラヒ

ックの高効率収容に十分な対応ができていない。そこで本研究では、移動通信

システムにおいてこのような上下回線非対称トラヒックを高効率に収容可能な

システム構成法を確立することを目的とした。 
 研究対象システムを FDDセルラシステムに絞り込み、また、端末移動に起因
して、トラヒックの上下非対称性がシステム内のセル間において不均一になる

ことから、この現象に着目して、上下非対称性がセル毎に異なる環境での FDD
セルラシステムにおける非対称トラヒック収容方式の研究を進めた。 
 その結果として、適応セル領域制御（ACS: Adaptive Cell Sizing）およびマ
ルチホップを用いた非対称トラヒック収容法を提案してその特性評価を実施し、

提案方式の有効性を明らかにした。これらの制御手法により、システム内でト

ラヒック非対称性がセル間で平均化されること（ACS制御）、または、低負荷状
態の上り回線帯域を下り伝送に有効利用できること（マルチホップ伝送制御）

から、周波数帯域が上下回線に固定的に割り当てられる FDDセルラシステムに
おいても高効率な非対称トラヒック収容が可能となることを明らかにした。ま

た、ACS 制御については、端末が移動する環境においても有効に動作すること
を確認した。評価結果から、提案システムは、非対称トラヒックの収容に効果

的であることを明らかにした。 
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